
結婚の利息娃上自分の子どもや基底を冊大幅に増加   
結婚の別ノ1（としてり川ミでは「糀糾l勺な′友らぎの場が得らわる」が最も多いが、女性ではけ十分の√▲どもや′衣ノ次  

をもてる」が最も多く、後ポは／㌢回．洞査で男女とも人巾出二脚加した。二番＝に多い利点としてリi女ともi愛情を  

感じている人と持らせる」が続き、現在の人婚音の感じる結婚の利点は内面的や柄が上位を【1iめている。一ノノ‾  

結媚のノ甘利血については、朔性で「社会的イ．i川を一三妄たり、J．f掴とょ、ナ等になれる」「生i．キ仁便利になる」が減少傾  

向にあーブたが、↑州ま横這いとなった。女性では「純や川囲の期待に応えられる」がやや増えたほか、r経済的  

余裕がもてる」を利点とする音がわずかずつ椚える傾向にある。  

図1－7 調査別にみた、結婚することの利点  
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盈身生活の最大の魅力は「行動や生き方が自由」である＿こと   

独身生活の利点は、労女とも圧倒的に「行動や′一三き方が「川1」を挙げる人が多い。それ以外では「金銭的に裕  

福」「家族を養う責任がなく、気楽」「友人などとの広い人間関係が保ちやすい」などが比較的多い。これらの  

パターンは調査ごとにほとんど変化がない。すなわち未婚者は結婚すると行動や′巨き方、友人関係などが束縛さ  

れ、家族扶養の精神的負担が加わると 一買して考えている。ただし、女性で広い友人関係が保てることを独身生  

活の利点とする人が漸減しており、この点に関する結婚の束縛感は緩んでいる。  

図1－8 調査別にみた、独身生活の利点  
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図ト9 年齢階層別にみた独身にとどまっている理由  
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2．パートナーシップー ゆらぐ男女のかかわり －  

（1）異経との交際   

異性との交際の状況は低調なまま推移  

「交際している異仲はいないJと［il！答した未婚者は男性52．2％で過半数、女性では44．7％で前回調査よりや  
や（4．4ポイント）増加↓て半数弱となり、異性交際の状況はいぜん低調なまま推移している（表2－1）。また、  
結婚したいと思う交際相手（婚約者＋恋人＋友人）がいる未婚者（18～34歳）の割合は男虻HO．5％、女性27∴ミ％  
で個2－1）、男性では今回各年齢朋でこれまでの減少傾向をやや戻したが、女惟では30～34歳でのやや大きな  
変動を除き、調査間で大きな変化は見られない。  

表2－1 調査別にみた、未婚者の異性との交際の状況  

【真作】  

一一 
（ ‥ 

火件との交際  第9卜】I 第】州第l州  

（】9畔F）（1992年）（＝用7年）  ト・   
姉約ポがいる  2▲＝  3，2  2．リ   2．7   2．9  ‘l．6％ ：j9   3．8   3．9   ▲8  

恋人として交際している黒枠がし－る  川．′1  23．1  23：i  22．▲1 24．326．2 ：il．6  3l．G  33．1  31．9  

友人として交際している黒枠がいる 23、6  川．2  は3 】l．3 14．0  25．Jl  性5 15．9 12，′1 12．9  

交際している兄竹はいない  賊6 117．3  4！＝  52．8  52．2  39．5  389  4L9  40∴i 4A7  

不 け羊  〕、〇  72  8，7  仙9   仁6   ▲1∴j   63   68  丑2   5．丁  

総 数（用へ11歳）  1仙0％ 川U．O 100．0 100．0 108．0100．0％ 1002  川0．n lOO O  川0．0  
（標 本 数）  （3．299） け2】5）（3誹2）（3，897）lい39）1（2．605）（3，6乙17）（3，612）（3．…） ほ，064）  

ぷ問「あなたには現／lさ交際している兄件がいますか。」  
注：対象は18～銅歳末婚君。  

図2－1調査・年齢別にみた、結婚を希望する交際相手をもつ未婚者の割合  
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18一別鐘  柑－19ま  20－24暮25－29鎗30～封虔 18～34丘18～19鎗  20～24歳  25－29鰻 30～鋤歳  

注：異件の交際相丁をもつ未婚ポのなかで、その交際榊手との結婚を希やする来析君の割ハを′lミすり  
対象は異性の交際椰手がいる（闇約＃がいる」を含む）と川答した18～34歳人婚ポ。   

（2）同棲  

同棲経験者、20代後半から30代で1割に達する  

現在または過去に同棲した経験があると回答した未婚者は、男性7．9％、女性7．3％であり、近年わず  
かずつ増加を示している。とりわけ25～29歳、30～34歳での増加が明瞭で、今回調査では男性11．8％、  
9．9％、女性10．1％、10．6％と女性では30～34歳でも初めて1割iこ達した。しかしながら、現在同棲を継  
続している未婚男女は、女性那～34歳を除いてすべての年齢で前回調査より減少し、いまだ少数派であ  
る。  

表2－2 調査・年齢階級別にみた、同棲経験のある未婚者の割合  
【男  性】  【女  性】  

年齢  ▼丁 
（）， 

「▼ 
第nl司第j2匡l「1財制訂  
（川97年） （2002年）（2005年）   

川～川歳 12％ー＝） n．9（02） 06肌封 1．8（＝） 0．9肌5） 董．9鵠（（川 13川H） 2．（川り） 二う0（川 1．ア廿1）   

20～2・1ん詫  こう5（10） 4．2（1り ‘15（2t）（i．0ほ別  5．7（2．5） 2．7（O H）：う．1111〉  4．4（2：i） 7．5（27） ＆丁【22I   

2ト29ム篤  こぅこi（07） 67（15） 71（17〉 】0．こ川∬）11．8ほ2） Ll．】（ー川  イ15＝朋  5：う‖り）】0．0＝0）10．1【2gI  

：iO～3・1歳  50（】う） 7．t（1‘－） 6．0（19） fう．9（川  9．9什3） ト1仙6） 6．t（川  76（lう） 8．2（】Jl〕 Ⅷ6（3．別  
総数（川～こ！1歳）ニー・㍑（＝） Ll．5＝＝ ・′1．H（17） 67（＝  7．9什別 2．8％（07） 3Ⅰ‖l） 4．（i（17） 76（2▲1〕 7．い2．3）   

（標本放）   （：i2冊）  廿215） （：う．別㍑） （：う．椚H）   （3．139）   （2．刷旬  （：う．6▲17） （こi．612） （：うIl）Ll）   【1064）   

－馴り「あなたはこれまでにl・り植の結膜（特定びり－川二と宗．■瀬のノーliけ＝なしで 緒に′卜活をしたこと）がありますか。  
l．ない、2以11rはあるが現／1さはしていなし、、3．現在している   

注：表中の数字は州と経験を持つ人（選択肢ほたは封の割合。また（）の数ては現左目用している人（選択肢：i）ぴ）割合。  

一8－   



（3）性経験と避妊  

塞盛者の性経験、増力踊見られる  

性経験があるとぃり答した未婚音は、升性諏．2†）て；（il細i59．針％）、女作52．1％（55．4！射であった。  
前阿調度までにみられた女性での性経験割合の巨■イ・傾「刷ま1l二まっており、男性に続いて女性でも  
頭打ちの傾向がjユらゎた。  

図2－2 調査・年齢別にみた、未婚者の性経験の構成比  
【男 性】 り  2U ・川 （iO  8U ＝バ＝川  
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注：詳削な数値はイ寸表4（巻末）参を托！。   

蛙腰巌のある未婚男女の8割以上が避妊を実行  

性経験のある川～こう4歳の未婚男女に、一番最近び）経験における避妊実行の有無をたずねたとこ  

ろ、男惟の84．7％、女性の82．4％が避妊をしたと「自I答した。方法別にみてみると、コンドームの  
使用が男性で80．3％、女惟で73．7％とは倒的に多い（，ピル（経「l避妊薬）の使用は男惟で0．8％、女  
性ではl．4％であった。  

表2－3 年齢別にみた、性経験のある未婚者の避妊の実行割合  
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注．対象はし†J年齢桐の†1経験のあるり斬首。カ法別における「その他 に＝こトナギノ式㌧粗相肘甘は 「十′巨走中絶（膵外射‡■7）を含む。  
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3．希望の結婚俊一 どんな結婚を求めているのか －  

（1）希望する結婚年齢   

希望する結婚年齢の上昇傾向にほぼ頭打ちが見られる  

未婚者が結婚したいと思う年齢（平均希望結婚年齢）は、ほとんどの年齢層において上昇が続いていた  

が、今回の調査ではおおむね上げ止まっており、男性ではわずかに下がる傾向も見られる。  

図3－1年齢別にみた、未婚者の平均希望結婚年齢の推移  

【女 性】   【男 性】  

30～34歳  

34．2  
30～3′1歳  

33．8  34．0   

35．1  35．0  
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25～29歳  
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29．7  29・7  

28．3   
27．8  28■0  
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～24歳26．3  26．4  26・5  

＼J 26 25．2  7
1
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2
 
 

6
 
 

2
 
 

26．4  
20～24歳  25．3  25．2  25．2   

24  24．7  18～19歳  
24・1  18～19歳   

第9回調査 第10回  第11匝‡ 第1蝕j  第13回  
（1987年）（1992年）（1997年）（2002年）（2005年l  

22  

第9匝l調査 第10回  第11回  第12［戸j  第13回  
（1987年）（1992年）（1997年）（2002年）（2005年）   

注：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳末姫君。  

年齢の近い結婚相手を望む傾向、女性では一段落  

結婚相手との年齢差についての希望を見ると、近年、男女ともに縮小傾向にあり、未婚者の間で年齢  

の近い相手（とりわけ同い年の相手）を希望する人が増えてきた。しかし、今回調査では女性でこの変化  

傾向に一定の休止が見られ、一段落を示している。  

図3－2 調査・年齢別にみた、結婚相手との希望年齢差の構成  
【男 性】  【女 性】  

（平均価）（37故年下）（33鐘年下）（29踵年下）（27歳年下）（Z4鍾年下）  （平均値）（30歳年上）（26歳年上）（22歳年上）（20歳年上）（21歳年上）   

」〕6Ⅹロ  

80日  

l∴．：  

臼う＼〔1裾【lf）ULも  

丞i、J歳∫ll  

隠】＼ニ～′‘」∫泣くl  

■川い‡ 1けゝ  

1 －  

りりt   

ロ7歳以Itl  

田1＼6歳†1  

臥卜小謡トl  

田巨1用ぃ仁  

■吊いI  

ヾ円＝ j  

Ilr  l川叫  11L】  1黒＝【  l申l  
（lりペ7；ll （＝】：Jrい   rlリ〔）7fl） （川（j‡） （こ三り0う；lノ  

】ソトり  1i回  

（」JUり－｝－J （仙I  

）【】  

（け佃7flノ  

1川I  ll【  

rlリ）】）  （＝り丁  

注：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた川へ1右茂木婚君。希望する結婚相「との隼齢差は、対象吾が希望する本人と  
相手の結好拍調和刀差。1こ詳を除く構成。図宜ヒ部（）内は香望隼齢差耳目丹封軋 なお、人婦，調査による実際の夫妻年齢  
差（調脚寺点より適り∴隼聞に結媚した夫婦）は、第ぐ）FLJl胡た＝醐7隼）2．り歳、第10回川棚昨）2，6歳、第11H＝冊7年）  
2．4歳、第L2r‖＝200川三）1．7歳、第川‖J（2冊伸二）1．7胤  
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（2）希望するライフコース  

未婚女七郎引こ両立を期待する男性も約3割に   
未婚♂）女性が理想とするライフコ“ス（理想のライフコ椚ス）と実際になト）そうだと考えるライフコー  

ス（㌣走のライフコース）では、ともに両、」王コrスが増加した。一んで、再就職コーースは減少している。   

予定のライフコースでは、専業持帰コースの減少傾向と非婚就業継続コースの増加傾向が続いている。  

男性が／トートナーとなる女惟に期待するコー入スでも両ilコースが3割近くに達し、専業主婦を望む人は  

1：i％と完■ェ連な減少傾向が続いている。  

ラーブコーーースの言削月  

専業主婦］－ス ＝結婚しrごもを持ち、結婚あるし、は亡1i産の機会に退職し、その後は什・拝をf与たない  
再就職］－ス ＝結婚しrどもを持つが、結婚あるいは出J章の機会にいったん退職し、i’・育て後に再び仕事を持つ  
両  立］－ス ニ結婚し1’・どもを持つが、仕事も 一′1二続iナる  
【⊃INKS］－ス ＝＝結婚するがf㌧どもは持たず、仕事を一′ト続ける  

非婚就業］－ス ＝＝結婚せず、仕事を一′上紙ける  

図3－3 調査別にみた、未婚女性の理想・予定のライフコース、  

および男性が期待する女性のライフコース  

【女性の理想のライフコース】  【女性の予定のライフコース】  
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就業の安定した女性に多い、両立コース選奴   

学生を除くと、汀二親雇用者（正規の職員）や【′1  

営業等Cり安定した什事に就いている未婚女性  
で、理想・P定ライフコースともに両11コー叩：く  

を選択寸る人が多い。ただ、＝′洋業等以外で  

は、正規雇職者を含め、両立コースについて理  

想とチにの聞にギャップが見られ、理想の実現  

を難しいと考えている人が多いことを′持してい  

る。  
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図3－4 就業の状況別にみた、両立コースを理想・予定とする未婚女性の割合  
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（3）子ども数についての希望   

未婚男女の希望子ども数は下げ止まり傾向  

「いずれ結婚するつもり」の未婚者が希望する平均子ども数は1982年の調査開始以来減少する傾  

向にあったが、今回調査では男性2．07人（前回2．05人）、女性2．10人（2．03人）で、下げ止まりが見  

られた（表3－1）。希望子ども数の分布にも前回調査（2002年）からは大きな変化は見られない（図3－  

5）。また、希望子ども数は従来は男性の方が多い傾向にあったが、しだいに男女差が縮小し、今  

回は女性の数値が初めて男性を上回った。  

表3－1調査・年齢別にみた、未婚者の平均希望子ども数  
【男 性】  

糸婚  †第8回調査†第9回  第10回   11回 丁森岳薗†料由   
持続期間   

18～19歳   

20～24歳   

25～29歳   

30～34歳  

総数（18～34歳）   

（標本数）  

【女 性】  

結婚   

持続期間   

18～19歳   

20～24歳   

1（1982年）（1987聖⊥」！ヲ？準）⊥（1997年）（2002年）▲（200拘  
2．32  2．30   

2．35  2．30   

2．37  2．30   

2．30  2．26   

2．34  2．30  
（2，573）  （2，929）  

第8回調査第9回  

（1982年）（1987年）   

2／岳5  2二29   

2．34  2．26   

2．19   

2．25   

2．22  

2. 211 

2．23  
（3，672）   

o回  

（1992年）  

．20   

2．22   

2．10   

t・90   

2．17   

2．21  2．18  2．15  

2．15  2．05  

2．14  1．99  

・13  

2．15  2．05  
（3，203）  （3，270）  

2．11  
2．05  
阜q1  

2．07  
（乙652）   

I 

11回 1回  
（1997年） （2002年）   

2．25  2．13   

2．16  2．09   

2．13  1．98  

1・76   1・写7   

2．13  2．03  

第13回  

（2005年）  

2．23   

2．18   

2．03  

1・84   

2．10  

25～29歳  L  2．18  2．18   

30～34歳11・90   1. 83 

総歳）・ ・  

（ （  （3．212）  （3，093）  （3，001）  （2，698）  

注：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳未婚者。平均希望子ども数は5人以上を5として算出。  

図3－5 調査別にみた、未婚者の希望子ども数の分布  

【女  性】   

（2．29）（2．23）（2．17）（2．13）（2．03）（亭．10）  

【男  性】  
平均希望子ども数  

（2．34）（2．30）  室（ 
て． 100％  
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5．1：6・45．3  3．2   49   40  38 133 【41  

第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回  第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 第13回   
（1982年）（1987年）（1992年）（1997年）（2002年）（2005年）   （1982年）（1987年）（1992年）（1997年）（2002年）（2005年）  

往：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳末婚者。図の上部（）内は平均希望子ども数。  
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且豊選の男性未婚者、騨多い  

就業の状況別に未婚音の希望「ども数をみると、粥性では［I営・家族従業等でとくに多く、男  
女とも無職・家事の場合に少ない傾向が見られる（図3－6）。井1一三規就業者帖㌧卜・アルハ○ィト）の場合、  

正規嘘用者（1仁規の職員）に比べて男女ともわずかに少ない傾「占1があるが、差は小さい。また、本  

人のきょうだい数別に希望戸ども数を見ると、一人っ子や2人きょうだいに比べて3人以卜の  
きょうだいの場合に希望「ども数が多い傾向が見られ、最近の調査ほどその差が顕著になってき  
ていj・5（図3－7）。  

図3－6 就業の状況別にみた、未婚者の平均希望子ども数の推移  

【男  性】  【女  性】  

÷正規職員  

－－－○－・－・・自営・家従・内職  

－－＜－ハ∵ト7ル′、‘ィト  

‥0・＝無職・家事  

2．25  

」＿♭人、  

2．4  
235  

2．18  

：三．0  2．0  

1．97  
1．93 ニー－－く）  

1．94  b・1・92 1丁ら1  

1．87  
0   

第8回 第9回 第10［司 第11［司 第12回 欒13回  第8回 第9回 第10回 第11回 第12回 鋼13回  
（1982年）（1987年）（1992年）（1997年）（2002年）（2005年）  （1982年）（1987年）（1992年）（1997年）（2002年）（祁05年）  

往こ対象「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳未婚者＼希望戸ど章」数は5人以上を5人として算出h就業の状況の構成に  
ついては付表5（巻末）参照 

図3－7 本人のきょうだい数別にみた、未婚者の平均希望子ども数の推移  

2．6人  

2．0  

1．97  1・98  

0  

第8回  第9回 第10巨］ 第11回 第12回 蠣】3回  第8回 第9回 苓10回 第11回 第12回  事13国  
（1982年）（1987年）（1992年）（1997年）（2002年）（2005年】  （1982年）（19那年）（1992年）（1997年）（2002年）（2005年）  

注：対象は「いずれ結婚するつもり」と答えた18～34歳未婚者 希望子どヰ）数は5人以ヒを5人として算出 
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4．未婚者の生活と意識 －一 若者たちを取り巻く状況と息識 …  

（1）親との同属と就業の状況  

星組者の親との同居率は横剋  

親と同居する未婚者の割合（同居率）は、男性では第11回調査（1997年）から第12回調査（2002年）  
にかけて上昇を示したが、今lヮ一調査ではおおむね横這いとなった。女性では年齢により異なる傾  
向がみられ、18～19歳の同居率が減少する一方で、従来低かった30～：う4歳の同居率が上界する傾  
向がみられる。  

表4－1 調査・年齢別にみた、親と同居する未婚者の割合  

！男性L 
年齢  

認書監工二悪路  
【 ′「       第8回畔（裂註二怒註工（蕎諾［二  

「暗こ再議一 7兎 75．2   65．6   66．。  59．8   70．1  
20～24歳  68．2  68．5  59．7  66．7  72．4  72．0  
25～29歳  71．5  69．9  6ニう．5  64∴う  70．3  69．0  
30～34歳  67∴i  71．4  68．0  6ニう．9  72．4  69．9  

総数（18～34歳）   69二6％  70・4  62・8  q5・5  69・5  70・3  

参考（35～39歳）  63・5  64・1   73・4  鱒・7  

【1 
1 莞紆「灘訂  

雫欝！（荒淫「（蕊訂（蔑昔（  
18～19歳  83．7％  冊．1  73．2  70．5  71．6  65．1  
20～24歳  84．7  77．6  78．2  73，8  77．0  76．5  
25～29歳  79．4  78．9  80．0  79．4  7臥5  81．8  
30～34歳  64．8  70．0  69．2  72．1  76．1  79．3  

総数（18～34歳）  82．0％  78．0  76．7  74．5  76．4  76．4  
参考（35～39歳）  65．2  69．1  74．4  70．2  
往：父母のどちらかと同居していれば「同居」とした。  

就業の状況により異なる未婚男性の親との同居率  

就業の状況別に親との同居率の追いをみると、男性の場合 りて－卜・アルバイト」「白′首・家  

族従業等」「無職・家事」で－‡÷7iく（80％台）、「Ⅰヒ規の職員」「学生」で低い（60％台）。女性では  
「学生」を別にすると就業の状況による同属率の差は／トさいが、相対的に「無職・家事」「パー  
ト・アルバイト」で高く、「正規の職貢」「日常・家族従業等」で低い傾向が見られる（表4－2、  

図4－1）。  

表4－2 調査・就業の状況別にみた、親と同居する未婚者の割合  

1 †  

【男性】   

桐．6  77．9  71．6  75∴う  80．1  80．0  
82．ボ  87．6  90．8  86．9  R5．0  84．6  
5f；．′1  63．（i  4fi．5  5ニi．3  50．9  63．9  

総数（18～34歳）【   69．（摘  70．4  fう2．8  G5，5   （；9．5  70．3  

l 

（蕊冒 
∠1 ▲l 

・ 

注：対象は、川～封歳の来な持君。父Jこよレ）どち⊥うかとIF帥‡していれば「「副雷」とした。  
派遣・嘱託の区分は第】神山粧軋り降で追加り 就業の状況の構成につし、ては＝長J（巻末）参照。  
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図4－1 調査・就業の状況別にみた、親と同居する未婚者の割合  
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注：本国は表42をグラフとして表したもの。数値は夷4：：を参照。  

（2）女性の健康   

基婚女性の5人に一人が問題を抱える   

妊娠や出産にかかわる健康について、18歳～34歳の未婚女性の5人に1人（19．3％）が  
表中に示されるような問題や障害を感じていることがわかった。最も多いのは月経にか  
かわる問題であるが（15．0％）、30歳代では加入料系の障害や不妊を心配する女性が多く  
なっている。  

表4－3 年齢別にみた、未婚女性の妊娠・出産にかかわる健康状態  
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注∴k・r象は上記年齢層の未婚女作。婦人科系の障ノ書とは、排卵障害、卵巣嚢腫、r宮筋腫、「宮内膜症、感染症な  
どを含む。選択肢「その他」は掲載を省略。参考表における妻の結果は初婚どうし夫婦について。夫婦調査では   
「イ＼妊の心配」については別の設問で訊いており、この設問では、代わりに「流産しや「rい」という項目が入っ  

ている。  
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